「Where were you when the Dragon Broke?」訳本
　「Dragon Brokeの時に、あなたは何処に居ましたか？」

　著者　Anonymous 
　Corax　Cyrodiil　Elder Council議員
　＜選抜者たち＞〔Selectives〕が塔の上で踊っていた時に何が起こったのか、それは誰にも分かりません。もしも＜諸王のアミュレット＞〔Amulet of Kings〕が無かったなら、馬鹿げた話ではありますが、何もかも簡単にバラバラになってしまっていたでしょう。＜古の巻物＞〔Elder Scrolls〕にも、そんなことは書いてありません。いや、正しく言うなら、書いてあることは出来ないのです。その巻物をMothの司祭たちが永久の時間の内に調える時には、そこに書かれていた文字は常に消え失せるものですから。しかしながら、諸皇帝の大霊が封ぜられた＜諸王のアミュレット＞は、それについて詳細に語ることが出来ます。Hestraによれば、Cyrodiilは星々を跨ぐ帝国となりました。Shor-Elによれば、Cyrodiilは一個の卵となりました。遠まわしに喋ることのみ出来る言葉によって、彼らのほとんどは何事か語るものです。議会が全州から文献や報告を集めたのですが、それらは、ある一点を除いて決して一致しない物語群を提供しているのです。すなわち、＜中心の夜明け＞〔Middle Dawn〕の間のTamrielの人々は誰しも、“いつ”に遭遇したかに関わらず、八個の星の落下を追跡していたのです。こうして、彼らは日々を数え上げていたのです。
　Mehra Nabisi　Dunmer　＜新寺院＞〔New Temple〕の三位一体の女主人
　＜中心の夜明け＞に関する報告は、＜男性の帝国＞〔Empire of Men〕の領域であり、自身をAedraと呼称しているペテンの証拠なのです。Tamrielに落下した八個の星、それは、Lorkhan〔紛失の神〕が世界に対して暴いた各々の不正についてのものなのです。これらの兆候をVelothは読み取ると、それを彼はBoethiahに告げて、Boethiahはこれらを確証して、それを彼はMephalaに告げて、Mephalaはこれらに対する病棟を作り上げて、それを彼はAzuraに告げて、Azuraは傷ついた清らかな＜真なる人々＞〔True Folk〕を導くようにALMSIVIを遣わしたのです。＜災厄家＞〔House of Troubles〕の＜四頂点＞〔Four Corners〕でさえ、貴方達の狂気の周辺を守るために立ち上がりました。私達は国境を眺めて、それらが蛇のように変わるのを見て、そして、数学を欠いて、“もしも、それならば”を無しに、ほっそりした愚行すなわち停滞の奴隷であるような＜永遠の今＞〔Ever Now〕に屈しながら、それら国境の周囲を貴方達が太古の魂のように駆けるのを見ました。Dragon Brokeの時に私達が何処に居たのか、それは聞かないで下さい。何故なら、全世界の内でも、私達のみが本当に知っているのであり、それを如何にして再び打ち壊すべきであるか、それを貴方に示すことになるかも知れないからに他なりません。
　R'leyt-harhr　Khajiit　＜たてがみの番人＞〔Tender to the Mane〕
　Dragon Brokeの時にKhajiitが何処に居たのか、そう言いたいんだね？　R'leytが教えよう。記録しておいてよ。「１００８年間」そう君は聞いたことがあるね。CyrodiilとNordは自分達だけでやってきたと君たちは思っている。君達、人間ときたら、R'leytの及びも付かない盗人だからね！　君達が幻と格闘して自分たちの先祖を産み出している間に、＜たてがみ＞〔Mane〕だったよ、ja-Kha'jayを見てたのは。だって、月どもは全くもって変わることが無いし、それを見るための砂糖を君達は持ってなかったからね。僕らは君達を信用するよ、何だか獰猛なAlkoshをやっつけてくれたし、それは簡単じゃないからね。そうして成し遂げたことを解決したと思うんじゃないよ。さもなきゃ、いつか解決できるさ。もう一度、君達は＜大なる歩行者＞〔Big Walker〕と一緒に解決したね。いや一度じゃない、二度だよ！　一度はRimmenで、そこで一緒に住もうとは決して思わないけど。二度目はDaggerfallで、いやSentinelで、いやWayrestで、いやいや、その三つの場所全部で？　僕の言うこと分かるかい、Cyrodiil？　目を覚ましたら、君達も、＜小人たち＞〔Dwarves〕に本当のところ何が起こったのか分かるかな？
　Mannimarco　＜芋虫の神＞〔God of Worms〕　屍術師

　Morrowindの＜三人の盗賊＞〔Three Thieves〕は、彼らが何処に居たのか汝に告げるかも知れない。そして、それを最初の場所で倒した一人であるAlinorの 大王〔High King〕は告げるかも知れない。この地上には、同様の者が他にも存在している。すなわち、Ysmir、Pelinal、そして、狐のArnandあるいはArctusと呼ぶべきだろうか？　彼らが促すならば、＜最後の小人＞〔Last Dwarf〕は語ることだろう。私はと言えば、ここに居て、そこに居て、それから再び、ここに居た。＜竜の破壊＞〔Dragon Break〕の間の人間たちの残りのように。私が私の謎を学ぶことを、どのように汝は考えるのか？　我々の全てに、＜Maruhkatiの選抜者＞は＜夜明け＞の栄光を示してくれた。我々が単純に、すなわち、上に下に学べるように。
　訳注　サイト「The Imperial Library」によれば、サイト「The Essential Site」〔The Elder Scrollsの公式サイトのことか？〕のフォーラムに「Where were you when the Dragon Broke?」の完全版が投稿されていたようである。それは、上述の文章の直前に、更に書き加えられているものである。上述の文章が公式的であるものだが、参考までに完全版で書き加えられている部分を下に訳出しておく。サイト「The Essential Site」（http://www.m0use.net/~crodo）。
　第一時代　１２００年―２２０８年　＜竜の破壊＞〔Dragon Break〕
　Alessian教団の学者司祭は＜時の竜神＞〔Dragon God of Time〕を抑制するものである。
　Alessian教団の狂信的分派である＜Maruhkatiの選抜者＞〔Maruhkati Selective〕は、＜八神＞〔Eight Divines〕の神学体系の内に現存している古代Aldmerの伝統に失望している。とりわけ、＜至高の魂＞〔Supreme Spirit〕Akatoshが疑いも無く＜Elfの高神＞〔Elven High God〕Aurielでもある、そのように承認することには激しく嫌悪感を示していた。
　有用のためではなく、この理論〔AkatoshがAurielでもある、という理論〕を反証するために新たな儀式が創案された。ついに、彼らが好ましく思わない竜神の側面を神話的に取り除くために、＜Maruhkatiの選抜者＞の秘密の長たちはAurbisそのものを穿ったのである。杖あるいは塔が彼らの前に姿を現した。それが身を捩じらせて震え上がり、そして自身のprotonymic〔意味不明〕を語り出すまで、その上で秘密の長たちは踊り続けた。

　塔は八個の破片に裂けて、時間は砕けた。＜夜明けの時代＞〔Dawn Era〕の非一次元が戻った。
　塔の破片が人間の平面上に安らうようになるまで、その“１００８年間、続いた”という災厄の間にTamrielは眠っていた。
　あらゆるTamrielの文化は流行中の＜竜の破壊＞を憶えている。すなわち、ほぼ全ての人々にとって、それは説明の出来ない魂の苦痛である。この永久の時間を文献の幾つかは生き残っており、それらは全て（驚くには当たらないが）出来事・人種・地域に関して相互に食い違っている。すなわち、ある文献では決して起きていない戦乱について別の文献は言及しており、太陽は目撃者に応じて色を変えて、そして、神々は人々の間を歩くことも歩かないことも在るのである。“１００８年間”という数字でさえ、Elder Councilによって（恣意的に）選び出された、信頼に足る計測ではないのである。
　＜Maruhkatiの選抜者＞の秘密の長たちが成功に終わったか否かは知られておらず、そして、百年後にAlessian教団を滅ぼすことになる＜正義の戦＞によって、彼らの生存に関する記録は全て破壊されてしまったのである。
